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概要

(1)目的

•中高生の利用につながる中央図書館のありかたを検討する。

(2) 方法

• 10代のためのフリースペースの企画・実践

•中高生参加型のワークショップの開催
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10代のためのフリースペースの企画・実践

•期間： 2025年7月30日（水）から8月14日（木）

•中央図書館地下展示室内に多様なテーブル、座席を用意し、
若者が勉強や会話、ゲームなど自由に利用できるフリース
ペースを用意し、利用してもらう。

• 2023（令和5）年度のワークショップで実際に高校生から
聴取した意見と、それらをもとに開催した2024（令和6）
年度のフリースペース企画（2回開催）で得た知見を活か
して、図書館課職員がレイアウトする。

•利用者アンケートを実施する。
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中高生参加型のワークショップの開催

日時： 8月3日（日）、8月13日（水）14時から16時

場所： 八王子市中央図書館

目的： 中高生がもっと使いたくなる図書館を考える

内容： ①図書館レビューツアー
児童担当司書が館内（バックヤード）ツアーを実施し、
参加者が中央図書館をレビュー（評価）する

②グループワーク
①をもとに、参加者が「もっと使いたくなる」図書館を
提案する
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分析結果

•アンケート

•レビュー

•グループワーク

•中央図書館のよいところ、よくないところ

•中高生が行きたくなる、もっと使いたくなる理想の図書館
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アンケート(1)

•実施期間： 7月30日（水）から8月14日（木）

•実施方法： アンケート用紙、オンライン

•回収数： 151件
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95.4%

4.6%

■ よかった！
■ よくなかった！



アンケート(2)：自由記述

•静かで集中できる学習環境として高評価

•一人席とグループ利用の両方のニーズ

•環境改善の要望

•冷房、音、音楽、飲食ルール

•備え付け物品への好感触

•本やマンガ、百人一首などのゲーム

•人的支援への期待

•勉強を教えてくれるスタッフの配置

•継続への強い要望
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ワークショップ

中央図書館レビューツアー グループワーク

3日 4名 中学生2名

 高校生1名

 大学生1名

5名 中学生 2名

 高校生 1名

 大学生 2名

13日 15名小学生3名

 中学生 6名

 高校生 1名

 大学生 5名

8名 小学生 2名

 中学生 2名

 大学生 4名
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レビュー：自由記述

•学習・閲覧スペースのニーズ

•一人席、グループ学習、Wi-Fiや電源、1階に閲覧席

•飲食のニーズ

•図書館内の配置や雰囲気が利用の壁になっている

• YAコーナー、参考室、階段

•図書館からの情報が見つけにくい、届いていない

•館内案内、イベントの告知

•図書館の魅力の発見（と案内不足）

•レファレンス資料、視聴覚資料、電子図書館
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グループワーク(1)：中央図書館の〇×
よいところ よくないところ

空間、雰囲気 ・広くて開放的
・木の内装で落ち着く
・静かで集中できる

・静かすぎる
・郊外からはアクセスしにくい

学習・閲覧スペース ・静かで過ごしやすい ・自習室を広げてほしい
・電源がほしい
・閲覧席がほしい

グループ利用、飲食 ・自販機がある ・友達と一緒に使いにくい
・会話できる場所が少ない
・飲み物OKの範囲が不明確

図書館資料、展示 ・本が多い
・視聴覚資料が充実している
・展示が多く、おもしろい

・ラノベが少ない
・人気の本がなかなか借りられない
・視聴覚資料が中高生向けではない

サービス、イベント ・職員の対応がよい
・電子書籍サービスがよい
・イベントが多い

・企画の情報を知りにくい
・図書館の活動を知りにくい
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グループワーク結果(2)：理想の図書館像

本好きの理想郷
マルチエイブル生活拠点ライブラリー

多様な資料との出会い

学び、対話、くつろぎが共存する生活拠点

映像、ゲームなどの文化的エンタメ空間
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文化と科学の出会う図書館

居心地のよい滞在型図書館

学び、対話、創造が共存する学習環境

映像、科学などの創造・体験型空間

共通点

多様な本や知
との出会い

一人で静かに
集中できる
学びの場

友達と話せる
交流の場

長時間
滞在できる
居心地のよさ

創造と体験の
ラウンジ



まとめ

中高生が求める図書館像

資料の充実

静かで集中できる学びの場

学びと交流の両立

創造と体験のラウンジ

長時間滞在できる居場所
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図書館の対応

学習空間の整備、充実

会話できる空間の整備、充実

カフェ、飲食スペースの設置

ワークショップの開催

安心、安全の確保

人による支援



おわりに

•図書館の強みをいかに活かして、その魅力を伝えるか

•図書館が不足しているものをいかに補って、その魅力を最
大化するか
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本プロジェクトに参加した関係者

•八王子市図書館
• 大澤 吉隆（図書館企画調整担当課長）

• 村石 英里（企画調整担当主査）

• 福田 洋之（奉仕担当主査）

• 井坂 菜月（企画調整担当）

• 小椋 香織（奉仕担当）

• 山本 賢二（企画調整担当）

• 清澤 千夏 （児童担当司書）

• 草野 真美 （児童担当司書）

• 高橋 五百代（児童担当司書）

• 武藤 有紀 （児童担当司書）

• ほか児童担当職員・司書

•中央大学（文学部2年）
兒玉小春、武田桜、戸塚藍、中畑鈴歩、
広瀬睦月、堀江優花
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ご清聴ありがとうございました

18


	スライド 1: 八王子市中央図書館 ポップアップライブラリープロジェクト2025
	スライド 2: 目次
	スライド 3: 概要
	スライド 4: 10代のためのフリースペースの企画・実践
	スライド 5: 中高生参加型のワークショップの開催
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8: 分析結果
	スライド 9: アンケート(1)
	スライド 10: アンケート(2)：自由記述
	スライド 11: ワークショップ
	スライド 12: レビュー：自由記述
	スライド 13: グループワーク(1)：中央図書館の〇×
	スライド 14: グループワーク結果(2)：理想の図書館像
	スライド 15: まとめ
	スライド 16: おわりに
	スライド 17: 本プロジェクトに参加した関係者
	スライド 18: ご清聴ありがとうございました

